
２．陸上競技場

項目 実績 うち有料 有料割合

利用件数 107件 23件 21%

利用人数 28,637人 6,411人 22%

個人 利用人数 13,914人 13,914人 100%

＊利用料総額：1,676,120円
＊個人利用：陸上競技倶楽部、中・高生の部活利用が大半 

団体
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おぜき栄子
鳥井やすこ

無料法律相談会毎月第1火曜日 おぜき栄子・鳥井やすこ事務所
相談される方は事前に事務所へ連絡をして下さい。

６月議会議案の賛否

議
案
第
31
号
は
、
総
合

運
動
場
の
陸
上
競
技
場
及

び
硬
式
野
球
場
改
修
工
事

を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
使

用
料
の
引
上
げ
。

足
利
市
運
動
場
条
例
施

行
規
則
の
第
５
条
は
足
利

市
、
体
育
協
会
、
小
中
学

校
体
育
連
盟
、
市
内
小
中

高
等
学
校
、
短
期
大
学
、

大
学
及
び
専
修
学
校
が
正

規
教
育
課
程
と
し
て
主
催

す
る
体
育
又
は
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
の
行
事
の
た
め
に
使

用
す
る
と
き
は
、
全
額
免

除
と
な
っ
て
い
る
。

６
月
議
会
報
告

ＴＥＬ090-8004-0577 ＴＥＬ090-1690-5106

コ
ロ
ナ
禍
の

使
用
料
引
上
げ
は
延
期
を
！

議案No 内　　　　　　容 おぜき 鳥井

第24号 特別職の職員等の給与に関する条例の改正 〇 〇

第25号 市税条例等の改正 〇 〇

第26号 市介護保険条例等の改正 〇 〇

第27号 市国民健康保険条例等の改正 〇 〇

第28号 市後期高齢者医療に関する条例の改正 〇 〇

第29号 市都市公園条例の改正 〇 〇

第30号 市有料駐車場条例の改正 〇 〇

第31号 市運動場条例の改正 × ×

第32号
市議会議員の議員報酬及び
期末手当の特例に関する条例の制定

〇 〇

第33号 一般会計補正予算（第２号） 〇 〇

第34号 一般会計補正予算（第３号） 〇 〇

第35号 国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 〇 〇

会期は、５月２９日から６

月２３日でした。

主な議案

①特別職等の給与条例の改正

②介護保険条例 の改正

③国民健康保険条例の改正

④後期高齢者医療条例の改正

⑤市会議員の報酬、期末手当

の特例条例の制定

⑥一般会計補正予算

（第2号、第3号）

今議会は、新型コロナウイルスの
影響と称して一般質問人数を制限
され、無会派（３人）の代表とし
て鳥井やすこが一般質問を行いま
した。

新型コロナウイルス感染症の影響で収入が減少したこと等による
国民健康保険税の減免措置について

要件 免除額

対象世帯１

新型コロナウイルス感染症によ
り、主たる生計維持者（世帯主）
が死亡し、又は重篤な傷病を負っ
た世帯の方

全額

対象世帯２

新型コロナウイルス感染症によ
り、主たる生計維持者（世帯主）
の収入減少(*)が見込まれる世帯
の方

一部を減額

減免の対象となる方 ＊保険税が一部減額される具体的要件
世帯の主たる生計維持者（世帯主）について、下記の要件に
すべて該当する世帯
①営業収入、農業収入、不動産収入、山林収入、給与収入で

収入の種類ごとに見た収入のいずれかが、前年に比べ３０％
以上、減少する見込み。

②前年の所得の合計額が１０００万円以下。
③収入減少が見込まれる種類の所得以外の前年の所得の

合計額が４００万円以下。

申請には上記の理由に該当することを証明する
必要書類の写しを必ず添付。

問い合わせ先 足利市 保険年金課 国民健康保険担当

電 話 ７月３１日まで 0284-20-2180（減免専用電話）
８月以降 0284-20-2147

＊介護保険料（65歳以上の方等）同様の減免措置があります。
問い合わせ：元気高齢課 介護サービス担当20-2270

陸
上
競
技
場
の
個
人

利
用
で
、
中
・
高
校
生
の

部
活
動
は
、
有
料
に
な
っ

て
い
ま
す
。
教
育
は
、
限

り
な
く
無
償
化
を
す
す

め
、
市
民
負
担
増
を
抑

制
す
る
努
力
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

有料の利用者数・割合及び利用料総額
（2019年） 新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

の
影
響
で
、
市
民
の
収
入

が
減
っ
て
い
る
中
で
の
引

上
げ
は
延
期
す
る
べ
き
と

提
案
し
て
、
条
例
改
正
に

反
対
し
ま
し
た
。

１、硬式野球場

項目 実績 うち有料 有料割合

利用件数 166件 12件 7%

利用人数 20932人 6040人 29%

＊利用料総額：1,231,000円

クンシランが今年も咲きました



お気軽に相談を！
連絡先
日本共産党市議団

おぜき栄子 090-8004－0577
鳥井やすこ 090-1690－5106

鳥
井
や
す
こ
の
一
般
質
問

１
．
こ
ど
も
達
の
環
境
に
つ
い
て

鳥
井
：
学
校
再
開
は
決
ま
っ

た
が
、
児
童
生
徒
や
保
護

者
の
中
に
は
、
ま
だ
ま
だ
不

安
を
感
じ
て
い
る
方
が
少

な
く
な
い
。
そ
の
声
を
聞
き

取
る
体
制
は
整
っ
て
い
る
の

か
。

当
局
：
教
師
は
、
日
常
の
あ

ら
ゆ
る
場
面
で
子
ど
も
た

ち
を
見
つ
め
、
寄
り
添
い
な

が
ら
話
を
聞
き
、
心
と
体

の
健
康
状
態
の
把
握
に
努

め
る
こ
と
が
大
切
と
考
え

る
。
ま
た
、
学
習
面
で
の
不

安
や
悩
み
を
持
つ
生
徒
の

立
場
に
立
っ
て
指
導
内
容

や
指
導
方
法
の
工
夫
に
努

め
る
。
こ
ど
も
達
が
健
康
で

安
心
し
て
学
校
生
活
を
送

れ
る
よ
う
、
学
校
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
い
く
。

鳥
井
：(

再
質
問)

次
に
臨
時

休
業
が
実
施
さ
れ
る
場
合

に
、
学
校
で
昼
食
を
提
供

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
お

け
な
い
か
。

当
局
：
学
校
休
業
中
の
給

食
提
供
に
つ
い
て
は
パ
ン
を

利
用
し
た
簡
易
給
食
や
弁

当
方
式
が
想
定
さ
れ
る
。

し
か
し
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
や

感
染
症
拡
大
防
止
の
取
組

の
た
め
に
新
た
な
施
設
が

必
要
と
な
る
な
ど
課
題
が

多
い
。
今
後
、
他
市
の
取
り

組
み
な
ど
を
参
考
に
研
究

し
て
い
く
。

鳥
井
：
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
に
、
学
校
の
一
斉
休

業
が
要
請
さ
れ
て
か
ら
、

学
童
保
育
の
現
場
で
ど
の

よ
う
な
対
応
が
と
ら
れ
た

か
。
受
け
入
れ
人
数
の
変

動
等
で
不
利
益
が
生
じ
て

い
な
い
か
。
学
校
再
開
後

に
も
影
響
は
引
き
続
き
あ

る
と
思
わ
れ
る
が
、
ど
の

よ
う
に
対
処
す
る
見
通
し

な
の
か
。

当
局
：
利
用
自
粛
に
協
力

し
た
分
の
使
用
料
は
、
国

の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

交
付
金
の
対
象
と
な
る
。

未
徴
収
分
は
ク
ラ
ブ
に
、

支
払
済
分
は
保
護
者
に

支
給
す
る
様
、
進
め
て
い

る
。

２
．
市
民
生
活
へ
の
影
響
に
つ
い
て

①
台
風
の
影
響
１
９
号

と
の
重
複
被
害

鳥
井
：昨
年
の
台
風
で
被
災

し
た
方
で
、
今
年
の
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
て
い
る
方
も
い
る
と
思

わ
れ
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い

て
の
調
査
や
対
応
は
行
わ

れ
て
い
る
か
。

当
局
：新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
対
す
る
支
援
事

業
は
、
台
風
被
害
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
ひ
と
し
く
対

象
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

②
特
別
定
額
給
付
金

鳥
井
：
Ｄ
Ｖ
被
害
者
等
で
、

住
民
票
を
移
し
て
い
な
い
方

々
へ
の
特
別
定
額
給
付
金
の

申
請
用
紙
の
発
送
状
況
等

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

当
局
：
配
偶
者
か
ら
の
暴
力

等
を
理
由
に
避
難
し
て
い
る

方
は
、
住
民
票
を
移
動
し

な
く
て
も
、
特
別
定
額
給

付
金
を
居
住
地
で
受
け
取

れ
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
4
月
30
日
ま
で
に
申
し

出
る
こ
と
を
呼
び
か
け
た
。

そ
れ
を
過
ぎ
て
も
特
別
定

額
給
付
金
の
申
請
期
間
中

で
あ
れ
ば
申
請
が
可
能
で

あ
り
、
一
人
で
も
多
く
の
方

が
特
別
定
額
給
付
金
を
受

け
取
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き

対
応
し
て
い
く
。

③
避
難
所

鳥
井
：
コ
ロ
ナ
対
策
が
必
要

な
中
で
、
地
震
や
台
風
に
よ

る
被
害
が
発
生
し
た
場
合
、

今
ま
で
と
は
異
な
る
避
難

環
境
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
こ
と
に
付
い
て
の

当
市
の
対
応
状
況
は
ど
の

様
に
な
っ
て
い
る
か
。

当
局
：
避
難
所
職
員
の
マ
ス

ク
着
用
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の

徹
底
、
避
難
所
受
付
時
の

検
温
や
体
調
確
認
を
実
施

す
る
、
要
配
慮
者
や
体
調

の
す
ぐ
れ
な
い
方
へ
の
別
ス
ペ

ー
ス
の
確
保
を
検
討
す
る
。

④
地
域
外
来
・

検
査
セ
ン
タ
ー

鳥
井
：
本
市
に
お
い
て
、
地

域
外
来
・
検
査
セ
ン
タ
ー
を

開
設
す
る
見
込
み
は
あ
る

の
か
。
ま
た
、
開
設
後
の
活

用
方
法
等
の
検
討
は
行
わ

れ
て
い
る
の
か
。

当
局
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
第
2
波
、
第
3

波
を
見
据
え
早
期
の
開
設

が
必
要
。
検
査
需
要
の
拡

大
に
対
応
で
き
る
体
制
の

確
保
が
必
要
で
あ
る
。
（
6

月
22
日
に
開
設
済
み
）

鳥
井
：(

再
質
問)
医
療
・
介

護
な
ど
に
従
事
す
る
方
た

ち
の
検
査
を
積
極
的
に
進

め
る
こ
と
を
検
討
で
き
な
い

か
。

当
局
：
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

ク
従
事
者
が
不
安
な
く
仕

事
に
従
事
す
る
こ
と
は
重

要
。
医
師
会
及
び
県
と
の

協
議
を
進
め
て
い
く
。

３
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

生
活
保
護
制
度
の
運
用
に
つ
い
て

①
生
活
保
護
申
請
の
状
況

鳥
井
：
一
昨
年
・
昨
年
と
比

較
し
て
、
申
請
の
増
減
は
ど

の
程
度
あ
る
か
。
申
請
す
る

方
達
の
傾
向
の
変
化
が
あ

る
の
か
。
申
請
か
ら
受
給
決

定
ま
で
の
所
要
日
数
に
変

わ
り
が
あ
る
か
。

当
局
：
一
昨
年
・
昨
年
と
較

べ
て
申
請
件
数
は
増
え
て
い

な
い
。
保
護
の
決
定
ま
で
の

日
数
は
一
昨
年
・昨
年
の
26

日
か
ら
20
日
に
短
縮
さ
れ

て
い
る
。
現
時
点
で
は
保
護

申
請
数
に
大
き
な
変
化
は

な
い
が
、
休
業
要
請
な
ど
に

よ
る
収
入
の
減
少
な
ど
に
よ

り
、
「
住
居
確
保
給
付
金
」

や
「
緊
急
小
口
資
金
」
の
申

請
件
数
は
急
激
に
増
え
て

い
る
。
今
後
、
保
護
申
請
が

増
加
す
る
と
予
測
す
る
。

②
申
請
手
続
き
の
対
応

鳥
井
：
厚
生
労
働
省
か
ら
の

事
務
連
絡
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
等
の
た
め

の
保
護
業
務
等
に
お
け
る

対
応
に
つ
い
て
」（
4
月
7
日

付
）
を
受
け
た
、
本
市
の
対

応
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

当
局
：
申
請
相
談
で
は
時
間

が
長
く
な
ら
な
い
よ
う
工

夫
し
て
い
る
。
訪
問
調
査
は

最
低
限
必
要
な
も
の
の
み

実
施
す
る
。
自
動
車
の
保

有
に
つ
い
て
も
弾
力
的
な
対

応
を
行
う
。

③
医
療
扶
助
に
つ
い
て

鳥
井
：
定
期
的
な
病
院
で
の
受

診
が
必
要
な
方
達
へ
の
、
今
回

配
慮
さ
れ
た
点
な
ど
が
あ
れ

ば
聞
き
た
い
。

当
局
：生
活
保
護
法
に
よ
る
医

療
扶
助
に
つ
い
て
は
診
療
依
頼

書
を
医
療
機
関
に
持
参
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応

と
し
て
、
電
話
連
絡
に
よ
り
医

療
機
関
へ
診
療
依
頼
を
行
う

こ
と
で
、
人
と
の
接
触
機
会
を

減
ら
す
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

①
学
童
保
育

②
保
育
所

鳥
井
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
る
、
保
護

者
の
失
業
や
、
求
職
活
動

が
思
う
様
に
進
ま
ず
に
認

定
切
れ
に
な
る
保
護
者
な

ど
、
通
常
で
は
な
い
状
況

が
発
生
し
て
い
る
。
現
状

の
対
応
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

当
局
：
保
護
者
が
失
業
し

た
場
合
の
認
定
の
継
続
を

行
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
感
染

症
対
策
と
し
て
、
再
度
認

定
す
る
等
、
就
労
で
き
る

よ
う
対
応
し
て
い
る
。

③
学
校

鳥
井
：(

再
質
問)

生
活
保
護
制

度
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し

て
の
役
割
を
周
知
し
て
い
く
こ

と
は
重
要
だ
と
考
え
る
が
、
生

活
保
護
を
恥
と
す
る
よ
う
な

偏
見
を
取
り
除
く
こ
と
も
大

変
重
要
。
市
長
の
考
え
を
聞

き
た
い
。

市
長
：コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
長
期
化
す
れ
ば
、
当
然
生

活
保
護
の
動
き
に
も
影
響
を

与
え
て
く
る
と
予
測
で
き
る
。

憲
法
で
保
障
さ
れ
た
最
低
限

の
生
活
を
保
障
す
る
こ
と
は
。

政
治
と
行
政
の
役
割
だ
と
思

っ
て
い
る
。
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

と
し
て
き
ち
ん
と
し
た
援
助
が

で
き
る
よ
う
に
、
適
切
に
対
応

し
て
い
き
た
い
。

再
開
さ
れ
た
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
を
見
学
、
き
れ
い
に

咲
い
た
花
た
ち
を
堪
能
し
ま
し
た
。

国・県・市への要望をお聞かせください。
新型コロナウイルス感染症対策や身近な
困りごとなどお気軽に声をおかけください。

栃
木
県
平
和
委
員
会
か
ら
出
さ
れ
て
い

た
『
日
本
政
府
及
び
国
会
に
対
し
「
日
米

地
位
協
定
の
抜
本
的
見
直
し
を
求
め
る
」

よ
う
意
見
書
提
出
を
要
請
す
る
陳
情
書
』

を
議
会
に
上
程
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

住
民
の
声
を
無
視
す
る
行
為
で
す
。

住
民
の
声
を
議
会
に
提
案
せ
ず
！


